
代表質問から※ここに掲げている質問は、代表質問の一部を抜粋したものです。

Ｑ　

本
県
の
総
合
戦
略
計
画

の
概
要
と
今
後
の
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

Ａ　

２
０
６
０
年
ま
で
の
将
来

展
望
を
踏
ま
え
た
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
と
、
雇
用
、
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
、
人
材
育
成
、
地
域

づ
く
り
の
４
つ
の
基
本
目
標
と

こ
れ
を
進
め
る
た
め
の
具
体
的

施
策
、
そ
し
て
県
内
15
の
広

域
地
域
振
興
圏
ご
と
の
人
口

構
造
・
人
口
動
態
・
産
業
構

造
に
関
す
る
分
析
結
果
に
つ
い

て
、
外
部
有
識
者
の
意
見
や

市
町
村
の
考
え
方
を
聞
い
て
概

略
を
ま
と
め
た
。
更
に
検
討

を
進
め
、
施
策
の
数
値
目
標

と
15
圏
域
ご
と
の
施
策
の
方
向

性
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
「
福

岡
県
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦

略
」
の
素
案
を
本
議
会
中
に

所
管
の
常
任
委
員
会
に
報
告

し
、
そ
の
上
で
12
月
議
会
に

議
案
と
し
て
提
出
し
た
い
。

Ｑ　

平
成
29
年
度
に
本
県
で

開
か
れ
る
「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
」
の
効
果
を
広

く
全
県
に
波
及
さ
せ
る
た
め
、

放
流
行
事
の
会
場
で
あ
る
宗

像
市
鐘
崎
地
区
に
加
え
、
有

明
海
、
豊
前
海
で
も
同
時
進

行
で
放
流
行
事
を
行
う
の
も

一
考
で
は
な
い
か
。
知
事
の

抱
負
を
尋
ね
る
。

Ａ　

大
会
の
目
的
は
、
水
産

資
源
の
保
護
・
管
理
、
海
・

河
川
ひ
い
て
は
水
源
地
域
の
環

境
保
全
な
ど
を
進
め
る
こ
と

で
、
県
全
体
の
水
産
業
と
、

そ
れ
が
営
ま
れ
て
い
る
各
地
域

の
振
興
・
発
展
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
大
会
を
契
機
に
本
県

の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
に
つ
い
て

県
内
外
の
関
心
を
高
め
て
い

く
。
開
催
地
の
筑
前
海
だ
け

で
な
く
、
有
明
海
、
豊
前
海
、

内
水
面
で
も
地
元
を
中
心
に

放
流
を
行
う
な
ど
、
県
内
各

地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生

か
し
た
本
県
ら
し
い
行
事
を

展
開
す
る
。

Ｑ　

平
成
27
年
度
の
全
国
学

力
・
学
習
状
況
調
査
で
は
、

す
べ
て
の
教
科
区
分
で
全
国

平
均
を
上
回
る
と
い
う
目
標

を
、
小
学
校
、
中
学
校
と
も

達
成
で
き
て
い
な
い
。
今
回

の
結
果
と
要
因
を
教
育
長
は

ど
う
総
括
・
分
析
し
て
い
る

か
。

Ａ　

学
力
調
査
と
同
時
に
行

わ
れ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か

ら
、
全
職
員
に
よ
る
組
織
的

な
取
り
組
み
や
、
授
業
で
考

え
を
深
め
る
話
し
合
い
活
動
な

ど
を
よ
く
行
っ
た
学
校
が
全
国

と
比
べ
て
少
な
く
、
メ
ー
ル
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
１
日
２
時

間
以
上
使
用
し
て
い
る
児
童

生
徒
が
全
国
と
比
べ
て
多
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
教
員

の
意
識
の
面
や
指
導
力
の
面
、

児
童
生
徒
を
取
り
巻
く
環
境

の
面
に
改
善
す
べ
き
課
題
が
あ

る
。
特
に
中
学
校
は
全
国
と

比
べ
て
学
力
の
低
位
層
の
割
合

や
学
習
規
律
が
確
保
で
き
て
い

な
い
学
校
の
割
合
が
高
く
、

学
校
の
組
織
的
取
り
組
み
や

授
業
方
法
の
改
善
な
ど
が
小

学
校
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

県
が
昨
年
度
か
ら
実
施

し
て
い
る
中
小
企
業
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
自
動
車
ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
成
果
と
来
年
度
以

降
の
対
策
を
問
う
。

Ａ　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
自
動
車

生
産
が
非
常
に
伸
び
て
お
り
、

生
産
台
数
に
占
め
る
日
系
メ
ー

カ
ー
の
割
合
は
約
98
％
、
最

大
は
北
部
九
州
に
拠
点
を
持

つ
ダ
イ
ハ
ツ
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

県
は
昨
年
度
か
ら
県
内
自
動

車
関
連
企
業
を
団
員
と
す
る

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
同
国
に
派
遣
し
、

商
談
会
や
工
場
視
察
、
同
国

工
業
省
や
、
多
く
の
現
地
部

品
企
業
が
加
盟
す
る
財
団
と

の
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

現
地
企
業
か
ら
合
弁
企
業
の

設
立
や
技
術
提
携
の
要
請
も

多
く
、
本
県
企
業
と
具
体
的

な
商
談
を
進
め
て
い
る
企
業

も
数
社
あ
る
。
今
後
は
工
業

省
や
同
財
団
と
連
携
を
強
化

し
、
本
県
に
同
国
か
ら
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
受
け
入
れ
、
中
小
企

業
同
士
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
を
行
う
。

Ｑ　

全
国
学
力
テ
ス
ト
で
常

に
上
位
の
秋
田
県
は
、
県
費

を
上
乗
せ
し
て
30
人
以
下
の

少
人
数
学
級
を
小
・
中
学
校

で
拡
大
し
、
学
力
を
底
上
げ

し
て
い
る
。
本
県
は
県
費
の

上
乗
せ
は
な
く
、
少
人
数
学

級
の
推
進
は
市
町
村
任
せ
で

あ
る
。
少
人
数
学
級
を
小
学

３
年
生
以
上
に
県
独
自
で
拡

大
す
る
こ
と
を
、
な
ぜ
本
県

は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　

子
ど
も
た
ち
の
学
習
・
生

活
の
両
面
に
お
い
て
よ
り
き
め

細
か
な
指
導
を
行
う
た
め
に
、

少
人
数
学
級
は
重
要
な
取
り

組
み
で
あ
る
が
、
小
・
中
学

校
の
学
級
編
制
は
ま
ず
国
が

方
針
を
決
め
る
の
が
基
本
。
全

国
知
事
会
は
７
月
、
少
人
数

学
級
や
少
人
数
指
導
の
実
施
の

た
め
の
教
職
員
定
数
の
改
善
を

国
に
要
望
し
た
。
引
き
続
き

全
国
知
事
会
と
連
携
し
、
様
々

な
機
会
を
活
用
し
て
、
国
に

強
く
要
望
し
続
け
る
。

Ｑ　

県
教
委
が
放
課
後
学
習

活
動
支
援
と
し
て
新
規
に
実

施
す
る
「
学
び
道
場
」
は
、
今

年
度
は
10
の
市
・
町
が
指
定

さ
れ
る
だ
け
だ
。
不
足
す
る

家
庭
学
習
を
補
充
す
る
た
め
、

県
下
に
１
，２
４
８
か
所
あ
る

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
全
て

に
「
学
び
道
場
」
の
機
能
を

付
与
す
る
よ
う
県
と
し
て
予

算
付
け
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
保

護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小

学
生
を
対
象
に
安
心
し
て
過

ご
せ
る
場
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
。
一
方
、「
学
び
道
場
」
は

小
中
学
生
を
対
象
に
学
習
指

導
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
地

域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
が
「
学

び
道
場
」
に
参
加
し
や
す
い
環

境
整
備
が
図
ら
れ
る
よ
う
市

町
村
に
働
き
か
け
る
。
今
後
、

両
者
の
連
携
状
況
を
随
時
検

証
し
、
成
果
と
課
題
を
踏
ま

え
て
、
放
課
後
に
お
け
る
子

ど
も
の
活
動
支
援
を
進
め
る
。

Ｑ　

視
覚
障
害
者
に
は
、
県

の
防
災
に
関
す
る
手
引
書
に

音
声
コ
ー
ド
を
付
け
る
な
ど

の
対
応
が
不
可
欠
と
考
え
る
。

重
度
障
害
児
・
者
を
含
む
、

避
難
行
動
要
支
援
者
一
人
ひ
と

り
に
対
す
る
避
難
支
援
者
や

避
難
場
所
を
記
載
し
た
個
別

避
難
支
援
計
画
の
策
定
に
つ

い
て
、
県
内
市
町
村
の
進
捗

状
況
と
策
定
率
１
０
０
％
へ
の

知
事
の
意
欲
を
聞
き
た
い
。

Ａ　

県
民
生
活
に
密
着
し
た

広
報
物
に
は
、
音
声
コ
ー
ド
付

き
の
も
の
を
併
せ
て
作
成
す
る

よ
う
努
め
て
い
る
。
今
後
、
県

で
防
災
に
関
す
る
手
引
書
を

作
成
す
る
場
合
に
は
、
音
声

コ
ー
ド
付
き
の
も
の
を
併
せ
て

作
成
し
て
い
く
。　

　

県
内
市
町
村
の
個
別
避
難

支
援
計
画
の
策
定
は
、
今
年

９
月
現
在
で
53
・
３
％
。
県
と

し
て
は
市
町
村
へ
の
支
援
を
よ

り
一
層
強
化
し
、
で
き
る
限
り

早
期
の
１
０
０
％
達
成
を
目
指

し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
と
ド
ク

タ
ー
カ
ー
は
命
を
守
る
地
域
の

「
砦
」。
重
要
な
課
題
の
操
縦

士
の
養
成
と
確
保
、
県
内
の

ド
ク
タ
ー
カ
ー
稼
動
の
現
状
と

今
後
の
運
用
に
つ
い
て
知
事
の

見
解
を
問
う
。

Ａ　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
久
留

米
大
学
病
院
が
西
日
本
空
輸

に
運
航
を
委
託
し
て
お
り
、
１

機
当
た
り
の
操
縦
士
は
２
・
８

人
。
必
要
と
さ
れ
る
１
・
８
人

を
上
回
っ
て
い
る
が
、
操
縦
士

の
資
格
取
得
者
が
近
年
減
っ
て

お
り
、
将
来
的
に
不
足
す
る

可
能
性
は
あ
る
。県
と
し
て
は
、

操
縦
士
養
成
・
確
保
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
る
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
平
成
26
年

度
末
で
、
本
県
の
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
と
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
16
施
設
の
う
ち
、
15
施

設
に
22
台
配
備
さ
れ
て
い
る
。

25
年
度
の
稼
動
は
救
急
現
場
へ

の
出
動
が
約
５
０
０
回
、
患
者

の
病
院
間
搬
送
が
約
１
９
０
０

回
。
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど
稼
働

実
績
が
な
い
医
療
機
関
も
見
受

け
ら
れ
、
そ
の
低
調
な
要
因
を

し
っ
か
り
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

Ｑ　

学
校
の
体
制
整
備
で
は
教

職
員
の
多
忙
化
に
対
応
し
、
教

員
の
負
担
を
軽
減
す
る
視
点
が

重
要
で
あ
る
。
小
学
校
に
お
け

る
専
科
制
の
拡
充
が
、
児
童
の

理
解
促
進
と
教
員
の
負
担
軽

減
の
両
方
に
有
効
と
考
え
る
。

本
県
に
お
け
る
専
科
制
の
進
捗

状
況
と
、
拡
充
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
考
え
を
聞
く
。

Ａ　

本
県
で
は
現
在
、
各
小
学

校
の
判
断
で
、
担
任
外
教
員

を
活
用
し
た
専
科
制
が
、
主

に
高
学
年
の
一
部
の
教
科
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
平
成
26
年
度

は
、
59
％
の
学
校
で
実
施
さ
れ

て
お
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
・

９
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。

今
後
、
教
務
担
当
教
員
や
指

導
方
法
工
夫
改
善
担
当
教
員

等
を
活
用
し
た
専
科
制
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
促
し
、
教
育

活
動
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

Ｑ　

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
会
視
察

の
意
気
込
み
を
知
事
に
問
う
。

２
０
１
９
年
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
日
本
大
会
で
開
催
会

場
の
一
つ
と
な
る
博
多
の
森
球

技
場
で
の
大
成
功
に
向
け
、

今
後
ど
の
よ
う
な
戦
略
で
県

民
の
機
運
醸
成
を
図
る
の
か
。

Ａ　

視
察
地
で
は
、
日
本
大

会
の
開
催
地
の一つ
、
キ
ャ
ン
プ

地
の
候
補
地
と
し
て
福
岡
県

を
し
っ
か
り
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
。
大
会

運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
私
自
身
、

直
に
見
て
肌
で
感
じ
て
、
今

後
の
取
り
組
み
に
活
か
し
た

い
。
８
月
に
博
多
の
森
球
技
場

で
あ
っ
た
日
本
代
表
の
壮
行
試

合
に
県
内
で
の
ラ
グ
ビ
ー
試
合

と
し
て
過
去
最
高
の
１
万
人

を
超
え
る
観
客
が
集
ま
っ
た

が
、大
事
な
の
は
こ
れ
か
ら
だ
。

県
と
し
て
競
技
団
体
、
経
済

団
体
と
も
連
携
。
新
た
な
フ
ァ

ン
層
の
拡
大
、
機
運
の
醸
成
に

努
め
て
い
く
。 

Ｑ　

改
正
農
協
法
が
来
年
４

月
１
日
に
施
行
さ
れ
る
。
農

協
改
革
に
対
す
る
知
事
の
考

え
方
を
問
う
。

Ａ　

農
協
改
革
は
自
己
改
革

が
基
本
。
そ
の
認
識
の
下
、

関
係
者
の
意
見
を
聞
き
、
慎

重
か
つ
丁
寧
な
議
論
を
行
う

よ
う
、
こ
れ
ま
で
も
機
会
あ

る
ご
と
に
国
に
要
請
し
て
き

た
。
改
正
法
に
は
、
農
協
の

理
事
の
構
成
に
つ
い
て
関
係
者

の
意
向
や
地
域
の
実
態
を
踏

ま
え
、
ま
た
、
准
組
合
員
の

事
業
利
用
の
あ
り
方
を
検
討

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
農
協
が

果
た
し
て
い
る
役
割
や
関
係
者

の
意
向
を
踏
ま
え
る
こ
と
な
ど

を
内
容
と
す
る
附
帯
決
議
が

付
け
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、
国

に
お
い
て
改
正
農
協
法
に
係
る

運
用
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
県
は
附
帯
決
議

の
趣
旨
も
十
分
に
踏
ま
え
て

適
切
に
対
応
す
る
よ
う
、
国

に
対
し
来
月
に
も
要
請
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

中
小
企
業
振
興
条
例
の

周
知
徹
底
、
今
後
の
中
小
企

業
の
振
興
を
ど
う
図
っ
て
い

く
の
か
。

Ａ　

中
小
企
業
は
本
県
企
業

の
99
・
８
％
を
占
め
、
雇
用
の

８
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
福
岡
県
の
経
済
と
発
展

の
原
動
力
で
あ
る
。
制
定
後
は

広
報
そ
の
他
で
周
知
徹
底
を

図
り
、
条
例
に
基
づ
く
各
種

施
策
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ
、

県
内
中
小
企
業
の
発
展
に
つ

な
が
る
よ
う
に
取
り
組
む
。

　

中
小
企
業
は
成
長
発
展
段

階
に
応
じ
て
的
確
に
支
援
す

る
こ
と
が
何
よ
り
大
事
。
地

域
ご
と
に
支
援
体
制
を
整
備

す
る
。
条
例
の
実
効
性
確
保

の
た
め
、
概
ね
３
年
を
期
間

と
す
る
基
本
計
画
を
策
定

し
、
毎
年
、
施
策
の
実
施
状

況
等
を
検
証
し
、
公
表
す
る
。

今
後
、
中
小
企
業
１
社
１
社

に
対
し
、
よ
り
き
め
細
か
く

総
合
的
に
支
援
し
て
、
事
業

の
継
続
、
そ
の
成
長
発
展
を

図
っ
て
い
く
。

板
橋  

聡  

議
員

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団
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民
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県
議
団

中
村  

誠
治  

議
員

民
主
・
県
政
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団

民
主
・
県
政
県
議
団

民
主
・
県
政
県
議
団

田
中  

正
勝  

議
員

公
明
党

公
明
党

公
明
党

堀  

大
助  

議
員

緑
友
会

緑
友
会

緑
友
会
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